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｠ 患者メリットがあるとされ、造影剤静脈注入による冠動脈造影試行が放射光を利用
して１９９６年以来行なわれ、実施例は５４例になる。ガンなどの軟部組織は血管系
および消化器系とは異なり造影剤を用いることができないので、１９９９年以来、屈
折原理を用いた造影を開発してきた。暗視野法(X-ray Dark-Field Imaging：XDFI)
を用いた２次元画像とDEI(Diffraction Enhanced Imaging)を用いた３次元画像を中
心に、開発最前線を紹介したい。 

表１。開発中の屈折原理 X線画像 
画像の型 ２次元 ３次元 
X線光学系 Ｘ線暗視野法：XDFI DEI 

 

角度分析板の型 ラウエ ブラッグ 
X線エネルギー｠ 35 keV 
視野（試料）の大きさ 90 mm x 90 mm 

 
臨床診断用 

空間解像度 50 µm 

 
未開発 

X線エネルギー 17.5 keV 17.5 keV 
視野（試料）の大きさ 10 mm x 10 mm Φ4 mm x 4 mm 

 
病理学診断用 

空間解像度 20 µm 50 µm 
 
これらの理論背景、アルゴリズム、応用例を紹介したい。また医用画像専用放射光
源についても言及したい。 
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